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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被照明体からの光を読み取るイメージセンサユニットであって、
　光源と、
　前記光源および複数のイメージセンサが実装される回路基板と、
　前記光源と前記回路基板とを含んで収容されたフレームと、
　前記フレームに接合されるカバー部材と、
　を有し、
　前記カバー部材は、フィルム状の基材と前記基材の両面に形成される接着剤の層とを有
する両面テープによって前記フレームに接合され、
　前記両面テープには、切込みが形成され、
　前記切込みは、前記両面テープの幅方向の一方の外縁から幅方向の中間部に延伸する前
記切込みと、前記両面テープの幅方向の他方の外縁から幅方向の中間部に延伸する前記切
込みとを備え、
　前記両面テープの幅方向の一方の外縁から幅方向の中間部に延伸する前記切込みと、前
記両面テープの幅方向の他方の外縁から幅方向の中間部に延伸する前記切込みとは、前記
フレームの長辺方向視において重畳している部分を有することを特徴とするイメージセン
サユニット。
【請求項２】
　前記切込みの間隔は、前記フレームの長辺方向において前記光源に近づくほど小さくな
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ることを特徴とする請求項１に記載のイメージセンサユニット。
【請求項３】
　前記フレームと前記カバー部材には位置決めのための係止部が形成され、
　前記切込みの間隔は、前記係止部から前記フレームの長辺方向に遠ざかるほど小さくな
ることを特徴とする請求項１または２に記載のイメージセンサユニット。
【請求項４】
　前記両面テープの幅方向の一方の外縁から幅方向の中間部に延伸する前記切込みと、前
記両面テープの幅方向の他方の外縁から幅方向の中間部に延伸する前記切込みとは、前記
フレームの長辺方向に交互に配列されることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項
に記載のイメージセンサユニット。
【請求項５】
　イメージセンサユニットと、
　前記イメージセンサユニットと紙葉類とを相対的に移動させながら、前記紙葉類からの
光を読み取る画像読取手段と、
　前記紙葉類の真贋を識別する識別手段と、
を備える紙葉類識別装置であって、
　前記イメージセンサユニットは、
請求項１乃至４のいずれか１項に記載のイメージセンサユニットであることを特徴とする
紙葉類識別装置。
【請求項６】
　イメージセンサユニットと、
　前記イメージセンサユニットと被照明体とを相対的に移動させながら、前記被照明体か
らの光を読み取る画像読取手段と、
　を備える画像読取装置であって、
　前記イメージセンサユニットは、請求項１乃至４のいずれか１項に記載のイメージセン
サユニットであることを特徴とする画像読取装置。
【請求項７】
　イメージセンサユニットと、
　前記イメージセンサユニットと被照明体とを相対的に移動させながら、前記被照明体か
らの光を読み取る画像読取手段と、
　記録媒体に画像を形成する画像形成手段と、
を備える画像形成装置であって、
　前記イメージセンサユニットは、請求項１乃至４のいずれか１項に記載のイメージセン
サユニットであることを特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、イメージセンサユニットと、このイメージセンサユニットが適用された紙葉
類識別装置、画像読取装置および画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　紙葉類識別装置や、画像読取装置および画像形成装置には、被照明体としての紙幣や原
稿を読み取るイメージセンサユニットが用いられている。従来、このようなイメージセン
サユニットは、光源と、光源を線状化する導光体と、読取対象である被照明体からの光を
集光する集光体と、被照明体からの光を検出するイメージセンサとを有する。これらの光
学部材や素子等は、イメージセンサユニットのフレームに収容され、フレームに取り付け
られたカバー部材によって覆われる。フレームとカバー部材の接合には、両面テープが用
いられることがある。
　このような構成では、光源が発する熱などによってフレームとカバー部材が膨張すると
、両面テープにせん断方向に力が掛かるため、両面テープがフレームやカバー部材から剥
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離するおそれがある。また、両面テープが剥離しない場合であっても、フレームとカバー
部材との熱変形量の相違によって、イメージセンサユニットが湾曲するおそれがある。
【０００３】
　特許文献１には、読取装置において温度変化の影響を抑制する構成として、フレームと
導光体の熱変形量の相違に起因する光源と導光体の位置ずれを防止する構成が開示されて
いる。しかしながら、フレームとカバー部材の熱変形量の相違に起因する両面テープの剥
離やイメージセンサユニットの変形を防止や抑制する構成は開示されていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２８３４３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、両面テープを用いてカバー部材を接合する構成において、両面テープ
が剥離し難くすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するため、本発明は、被照明体からの光を読み取るイメージセンサユニ
ットであって、光源と、前記光源および複数のイメージセンサが実装される回路基板と、
前記光源と前記回路基板とを含んで収容されたフレームと、前記フレームに接合されるカ
バー部材と、を有し、前記カバー部材は、フィルム状の基材と前記基材の両面に形成され
る接着剤の層とを有する両面テープによって前記フレームに接合され、前記両面テープに
は、切込みが形成され、前記切込みは、前記両面テープの幅方向の一方の外縁から幅方向
の中間部に延伸する前記切込みと、前記両面テープの幅方向の他方の外縁から幅方向の中
間部に延伸する前記切込みとを備え、前記両面テープの幅方向の一方の外縁から幅方向の
中間部に延伸する前記切込みと、前記両面テープの幅方向の他方の外縁から幅方向の中間
部に延伸する前記切込みとは、前記フレームの長辺方向視において重畳している部分を有
することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、両面テープの基材が変形することによって、フレームとカバー部材の
温度変化に起因する変形量の相違を吸収できる。したがって、両面テープを剥離させるよ
うな力を低減できるから、両面テープを剥離し難くできる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、第１の形態の両面テープの構成を示す平面模式図である。
【図２】図２は、イメージセンサユニットの分解斜視図である。
【図３】図３は、イメージセンサユニットの断面模式図である。
【図４】図４は、両面テープの切込みと光源の関係を示す平面模式図である。
【図５】図５は、フレームおよびカバー部材の係止部と両面テープの挿通孔とを示す断面
模式図である。
【図６】図６は、両面テープの切込みと係止部との関係を示す平面模式図である。
【図７】図７は、第２の形態の両面テープと接合構造を示す断面模式図である。
【図８】図８は、第２の形態の両面テープと接合構造の他の例を示す断面模式図である。
【図９】図９は、第２の形態の両面テープと接合構造の他の例を示す断面模式図である。
【図１０】図１０は、紙葉類識別装置の要部の構成を示す断面模式図である。
【図１１】図１１は、紙葉類識別装置の要部の構成を示す断面模式図である。
【図１２】図１２は、紙葉類識別装置の要部の構成を示す断面模式図である。
【図１３】図１３は、フラットベッドタイプの画像読取装置の外観斜視図である。



(4) JP 5762466 B2 2015.8.12

10

20

30

40

50

【図１４】図１４は、シートフィードタイプの画像読取装置の外観斜視図である。
【図１５】図１５は、画像形成装置の外観斜視図である。
【図１６】図１６は、画像形成装置の内部構造の要部を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
（イメージセンサユニット）
　本発明を適用できる実施形態であるイメージセンサユニット１の構成について、図２と
図３を参照して説明する。図２は、イメージセンサユニット１の構成を模式的に示す分解
斜視図である。図３は、イメージセンサユニット１の外観斜視図である。イメージセンサ
ユニット１は、被照明体Ｐに光を照射し、被照明体Ｐからの光を検出することによって、
被照明体Ｐを読み取る。説明の便宜上、被照明体Ｐの側を、イメージセンサユニット１の
上側と称する。また、本発明において、「光」とは、可視光線のみならず、紫外線、赤外
線などの可視光線以外の電磁波を含むものとする。
【００１０】
　図２に示すように、イメージセンサユニット１は、全体として、主走査方向に長い棒状
の構成を有する。イメージセンサユニット１は、フレーム１０と、カバー部材１１と、光
源１２と、導光体１３と、集光体１４と、回路基板１５とを有する。回路基板１５の上面
には、イメージセンサ１６が設けられる。
【００１１】
　フレーム１０は、イメージセンサユニット１の筺体である。フレーム１０は、黒色に着
色されて遮光性を有する樹脂材料により形成される。樹脂材料としては、たとえば、ポリ
カーボネートが適用できる。フレーム１０の上部には、導光体１３を収容可能な導光体収
容室１０５と、集光体１４を収容可能な集光体収容室１０６とが形成される。フレーム１
０の下部には、回路基板１５を収容可能な回路基板収容室１０７が形成される。集光体収
容室１０６と回路基板収容室１０７とは、光が通過可能な開口部によって繋がっている。
さらに、フレーム１０の主走査方向の端部には、光源１２を収容可能な光源収容室１０８
が形成される。
　フレーム１０は、上面視において主走査方向に長い長方形の形状を有する。そして、上
面視における外周部（長方形の四辺）には、カバー部材１１が接合される額縁状の接合面
１０１が形成される。カバー部材１１は、両面テープ３によってこの接合面１０１に接合
される。また、接合面１０１には、カバー部材１１を位置決めするための係止部が形成さ
れてもよい（図５参照。図２においては省略）。
【００１２】
　カバー部材１１は、フレーム１０の上側を覆うように設けられる。そして、カバー部材
１１は、導光体１３や集光体１４を保護する機能や、被照明体Ｐに接して平面に維持する
機能を有する。カバー部材１１は、上面視において主走査方向に長い長方形の平板状の部
材である。なお、カバー部材１１は、後述するカバー部材１１に直接被照明体Ｐが接しな
いフラットベッド方式の画像読取装置には必ずしも必要ではなく省略することも可能であ
るが、ごみの飛散や傷つきからイメージセンサユニット１を保護するために設置すること
が望ましい。また、カバー部材１１はガラスに限られず、たとえば、アクリルやポリカー
ボネート等の透明な樹脂材料の表面にガラスと同等な強度を有するようにハードコートを
施した部材が適用できる。
カバー部材１１の下側の面の外周には、フレーム１０に位置決めするための係止部が形成
されてもよい（図５参照。図２においては省略）。
【００１３】
　光源１２は、導光体１３の主走査方向（長手方向）の端面である入射面１３１と間隔を
あけて配設され、導光体１３の入射面１３１に向けて光を照射する。光源１２は、たとえ
ば順次点灯する赤（Ｒ）と緑（Ｇ）と青（Ｂ）と赤外（Ｉｒ）の各波長の光を発する発光
素子を有する。各発光素子には、公知の各種ＬＥＤが適用できる。また、光源１２は、イ
メージセンサユニット１の回路基板１５の上面に実装される。
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【００１４】
　導光体１３は、光源１２が発する光を線状化する光学部材である。導光体１３は、全体
として主走査方向に細長い棒状の構成を有する。導光体１３は、たとえばアクリル系の樹
脂などといった透明の樹脂素材からなり、射出成形などによって一体に形成される。
　導光体１３の主走査方向の一方の端面は、光源１２が発する光が入射する入射面１３１
であり、他方の端面は、光源１２が発する光を反射する反射面１３３である。導光体１３
の側面には、主走査方向に長い帯状の出射面１３２と拡散面１３４(図３参照)とが形成さ
れる。出射面１３２は、入射面１３１から入射した光や反射面１３３で反射した光を被照
明体Ｐに向けて照射する面である。拡散面１３４は、入射面１３１から入射した光を反射
・拡散する面である。また、導光体１３の外周面のその他の面は、それぞれ、光を反射す
る反射面として作用する。
【００１５】
　なお、本実施形態においては、導光体１３の一方の端部に光源１２が設けられ、導光体
１３の一方の端面が入射面１３１となる構成を示すが、この構成に限定されない。たとえ
ば、導光体１３の両端部に光源１２が設けられる構成であってもよい。この場合には、導
光体１３の端面が反射面１３３とはならず、導光体１３の両方の端面が入射面１３１とな
る。
【００１６】
　集光体１４は、被照明体Ｐからの光を、イメージセンサ１６（後述）の表面に結像する
光学部材である。集光体１４には、たとえば、ロッドレンズアレイが適用される。一般的
なロッドレンズアレイは、複数の正立等倍結像型の結像素子（ロッドレンズ）が主走査方
向に直線状に配列された構成を有する。なお、集光体１４は、結像素子が直線状に配列さ
れる構成であればよく、具体的な構成は限定されない。たとえば、集光体１４は、複数列
の結像素子が配列される構成であってもよい。また、集光体１４には、公知の各種マイク
ロレンズアレイなど、集光機能を有する公知の各種光学部材が適用できる。
【００１７】
　回路基板１５は、主走査方向に長い矩形状の構成を有する。回路基板１５の上面には、
イメージセンサ１６と光源１２とが実装される。光源１２は、回路基板１５の主走査方向
の一方の端部近傍に、導光体１３の入射面１３１に向かって光を照射できるように実装さ
れる。一方、イメージセンサ１６は、集光体１４からの光を受光できるように、受光面を
上側に向けて実装される。さらに、回路基板１５には、外部との配線を接続するためのコ
ネクタ類などが実装される。
【００１８】
　イメージセンサ１６は、集光体１４により結像した光を電気信号に変換する。イメージ
センサ１６には、たとえば、イメージセンサＩＣアレイが適用される。イメージセンサＩ
Ｃアレイは、複数のイメージセンサＩＣが回路基板１５の表面に主走査方向に直線状に配
列して実装されることによって構成される。イメージセンサＩＣは，イメージセンサユニ
ット１の読取の解像度に応じた複数の受光素子（光電変換素子と称することもある）から
構成される。このように、イメージセンサ１６は、複数のイメージセンサＩＣが、主走査
方向に直線状に配列されて構成される。なお、イメージセンサ１６は、複数のイメージセ
ンサＩＣが直線状に配列される構成のものであればよく、それ以外の構成は特に限定され
ない。たとえば、イメージセンサＩＣが千鳥配列のように複数列配列される構成であって
もよい。なお、イメージセンサ１６としてのイメージセンサＩＣアレイを構成するイメー
ジセンサＩＣには、従来公知の各種イメージセンサＩＣが適用できる。
【００１９】
　このほか、イメージセンサユニット１には、紙葉類識別装置５等（後述）に取り付ける
ための取付部や、紙葉類識別装置５等に電気的に接続するためのコネクタなどが設けられ
る。なお、取付部やコネクタの構成は、特に限定されるものではない。取付部は、イメー
ジセンサユニット１を紙葉類識別装置５等に取り付けることができる構成であればよい。
また、コネクタは、イメージセンサユニット１を紙葉類識別装置５等の所定の機器（たと
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えば回路基板）に、電力や電気信号を送受信可能に接続できる構成であればよい。
【００２０】
　イメージセンサユニット１の組み付け構造は、次のとおりである。図３に示すように、
フレーム１０の導光体収容室１０５に導光体１３が収容され、集光体収容室１０６に集光
体１４が収容される。回路基板収容室１０７には、光源１２とイメージセンサ１６とが実
装された回路基板１５が収容される。回路基板１５が回路基板収容室１０７に収容される
と、回路基板１５に実装された光源１２は光源収容室１０８に収容される。
　そして、フレーム１０の接合面１０１に、カバー部材１１が両面テープ３によって接合
される。両面テープ３および両面テープ３による接合構造については後述する。
【００２１】
　この状態で、光源１２は導光体１３の一方の端面である入射面１３１に対向する。この
ため、光源１２が発する光は、導光体１３の入射面１３１に入射する。被照明体Ｐに光を
照射する場合には、光源１２は、各色および赤外線の発光素子を順次点灯する。光源１２
が発する光は、導光体１３の入射面１３１からその内部に入射し、拡散面１３４やその他
の反射面１３３において反射するなどして内部を伝搬する。そして、導光体１３の出射面
１３２から被照明体Ｐの読取ラインＯに向けて照射する。
　集光体１４とイメージセンサ１６とは、所定の間隔をおいて対向する。被照明体Ｐの読
取ラインＯからの反射光は、集光体１４によってイメージセンサ１６の表面に結像する。
イメージセンサ１６は、集光体１４によって結像した光学像を電気信号に変換する。
　そして、イメージセンサユニット１は、被照明体Ｐに光を照射して反射光を検出する動
作を、短時間で周期的に繰り返す。イメージセンサユニット１は、このような動作によっ
て、被照明体Ｐに設けられる所定のパターン（たとえば、ホログラム）を可視光画像とし
て読み取るとともに、被照明体Ｐを赤外画像として読み取る。
【００２２】
　次に、カバー部材１１の接合に用いられる両面テープ３と、固定構造について説明する
。カバー部材１１は、両面テープ３によってフレーム１０に接合される。さらに、両面テ
ープ３がフレーム１０とカバー部材１１とを隙間なく接合することにより、外部からの異
物の侵入を防止している。
　図１（ａ）は、両面テープの長辺部分の構成を示す平面模式図である。図１（ｂ）は、
両面テープの長辺部分の断面模式図である。両面テープ３は、フィルム状の基材３１と、
基材３１の上面と下面のそれぞれに形成される接着剤層３２ａ，３２ｂとを有する。なお
、基材３１や接着剤層３２ａ，３２ｂの材質は特に限定されるものではなく、公知の両面
テープの基材および接着剤が適用できる。
　両面テープ３は、フレーム１０の接合面１０１およびカバー部材１１の外周縁に沿って
貼り付けられる。このため、上面視において、両面テープ３は、たとえばフレーム１０の
接合面１０１と同じ寸法および形状に形成される。具体的には、両面テープ３は、主走査
方向に長い環状の長方形に形成される（図２参照）。なお、両面テープ３は、フレーム１
０の接合面１０１と同じ寸法および形状に限定されるものではない。
【００２３】
　以下の両面テープ３についての説明は、特に断りのない限り、フレーム１０およびカバ
ー部材１１の長辺に貼り付けられる部分の説明である。図１（ａ）に示すように、両面テ
ープ３には、長辺方向（主走査方向）の幅方向の両側から幅方向反対側に向かって延伸す
る切込みが、交互に千鳥状に形成される。なお、いずれの切込みも、幅方向の外縁から幅
方向の中間部にかけて形成されるものであり、幅方向の反対側の外縁には達しない。そし
て、隣接する切込み３３は、長辺方向視において重畳する部分を有する。このため、両面
テープ３には、隣接する切込み３３に挟まれた部分（図１（ａ）においてハッチングが施
された部分）が形成される。そして、複数の切込み３３が幅方向の両側から交互に形成さ
れるため、このような切込み３３に挟まれた部分が長辺方向に複数並ぶように形成される
。
【００２４】
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　図１（ｃ）は、両面テープ３が長辺方向（主走査方向）に伸びた状態を示す平面模式図
である。このような切込み３３が形成される構成であると、切込み３３に挟まれた部分が
長辺方向に変形することによって、両面テープ３が全体として長辺方向に伸びる。すなわ
ち、切込み３３が形成されない構成であると、両面テープ３は長辺方向の弾性または塑性
によって変形することになる。これに対して、切込み３３が形成される構成であると、切
込み３３に挟まれた部分がせん断変形のような態様で長辺方向に変形する。このため、切
込み３３が形成されない構成と比較すると、長辺方向に変形しやすくなる。
　このような構成であると、フレーム１０とカバー部材１１とが熱膨張した際に、熱膨張
係数の相違によって相対的にずれが生じても、両面テープ３が変形することによってずれ
を吸収できる。このため、両面テープ３は、フレーム１０やカバー部材１１から剥離し難
くなる。さらに、両面テープ３がフレーム１０とカバー部材１１のずれを吸収するから、
フレーム１０とカバー部材１１との変形を防止または抑制できる。すなわち、フレーム１
０とカバー部材１１とが熱膨張係数の相違する材料により形成され、かつ、ずれを吸収で
きない構成で接合されると、フレーム１０とカバー部材１１とが熱膨張係数の相違によっ
て変形するおそれがある。これに対して、本実施形態によれば、このような変形を防止ま
たは抑制できる。
【００２５】
　また、本実施形態によれば、両面テープ３がフレーム１０やカバー部材１１から剥離し
難くなるため、両面テープ３とフレーム１０やカバー部材１１との間に隙間が生じ難くな
る。したがって、外部から内部に異物が侵入し難くなる。
　さらに、本実施形態によれば、両面テープ３が長手方向に伸びる際に、切込み３３が広
がるが、両面テープ３が長辺方向の中間で途切れることがない。このため、フレーム１０
とカバー部材１１の間には、外部から内部に異物が侵入する隙間が生じない。したがって
、両面テープ３による防塵性が低下することがない。
　このように、本実施形態によれば、防塵性を低下させることなく、両面テープ３を長辺
方向に伸びやすくすることができる。
【００２６】
　ここで、切込み３３の各種形態について説明する。
　図４は、光源１２の位置と両面テープ３の切込み３３の間隔の関係を模式的に示す図で
ある。イメージセンサユニット１においては、光源１２が発する熱により、光源１２の近
傍の温度が他の部分に比較して高くなる。このため、フレーム１０およびカバー部材１１
の熱変形量も、光源１２に主走査方向（両面テープ３の長辺方向）に近づくにしたがって
大きくなる。そこで、図４に示すように、光源１２の近傍（図４のＡ部）において切込み
の間隔を小さくし、光源１２から主走査方向に遠い部分（Ｂ部）において切込みの間隔を
大きくする。
　たとえば、主走査方向の一端部に光源１２が設けられる構成であれば、主走査方向（長
辺方向）に当該一端に近づくにしたがって切込み３３の間隔を小さくし、当該一端から主
走査方向に離れるにしたがって切込み３３の間隔を大きくする。すなわち、主走査方向に
関して、光源１２が設けられる一端部側における切込み３３の間隔を、光源１２が設けら
れない他の一端側における切込み３３の間隔に比較して小さくする。また、主走査方向の
両端部に光源１２が設けられる構成であれば、主走査方向の両端に近づくにしたがって切
込み３３の間隔を小さくし、主走査方向の中心に近づくにしたがって切込み３３の間隔を
大きくする。すなわち、主走査方向の両端部における切込み３３の間隔を、主走査方向の
中心部における切込み３３の間隔に比較して小さくする。
【００２７】
　切込み３３の間隔が小さくなると、切込みに挟まれた部分の幅（フレーム１０基準では
長辺方向寸法）が小さくなるため、長辺方向に変形しやすくなる。そこで、前述のとおり
、光源１２に近づくにしたがって切込み３３の間隔を小さくすることによって、変形量の
大きい部分において熱変形に追従して伸びやすくする。このような構成によれば、熱変形
量の大きい箇所においても、両面テープ３を剥離し難くできる。



(8) JP 5762466 B2 2015.8.12

10

20

30

40

50

　なお、切込み３３の間隔は、滑らかに変化する構成であってもよく、段階的に変化する
構成であってもよい。
　また、発熱源の例として光源１２を示したが、光源１２以外の発熱源に対しても適用で
きる。要は、発熱源の近傍において切込み３３の間隔が小さく、発熱源から遠い部分にお
いて切込み３３の間隔が大きい構成であればよい。
【００２８】
　図５は、フレーム１０とカバー部材１１に形成される係止部１０３，１１３と、両面テ
ープ３に形成される挿通孔３５の関係を模式的に示す斜視図である。図６は、フレーム１
０とカバー部材１１に形成される係止部と、両面テープ３に形成される切込み３３の間隔
との関係を示す平面模式図である。
　図５に示すように、フレーム１０の接合面１０１とカバー部材１１には、位置決めのた
めの係止部１０３，１１３が形成される。係止部１０３，１１３は、フレーム１０の接合
面１０１とカバー部材１１の一方に形成される突起部と、他方に形成される凹部とが適用
される。図５では、フレーム１０の係止部１０３として突起部が形成され、カバー部材１
１の係止部１１３として凹部が形成される構成を示す。ただし、フレーム１０に凹部が形
成され、カバー部材１１に突起部が形成される構成であってもよい。
　そして、一方に形成される突起部が、他方に形成される凹部に嵌まり込むことにより（
係止することにより）、カバー部材１１がフレーム１０に対して位置決めされる。
【００２９】
　このような構成においては、係止部においてフレーム１０とカバー部材１１との相対的
な変位が規制される。このため、フレーム１０とカバー部材１１が熱変形した場合のずれ
量は、係止部の近傍で最も小さくなり、係止部から離れるにしたがって大きくなる。
　図５に示すように、両面テープ３には、係止部１０３としての突起部が挿通する挿通孔
３５が形成される。
　そして、図６に示すように、挿通孔３５（係止部１０３，１１３）の近傍（Ｃ部）にお
いては切込み３３の間隔を大きくし、挿通孔３５から遠い位置（Ｄ部）においては切込み
３３の間隔を小さくする。
　このような構成によれば、挿通孔（係止部）から離れたずれ量の大きい部分（Ｄ部）に
おいて、両面テープ３の変形量を大きくして、両面テープ３が剥離し難くすることができ
る。
　なお、図６においては、係止部１０３，１１３および挿通孔３５が、長辺方向の中心に
形成される構成を示したが、これらの位置および数は限定されない。
【００３０】
　次に、両面テープ３の第２の形態について説明する。図７は、第２の形態の両面テープ
３を用いたフレーム１０とカバー部材１１の接合構造を模式的に示す断面図である。図７
に示すように、フレーム１０とカバー部材１１との夫々の長辺を接合する部分においては
、両面テープ３の上面と下面の接着剤層３２ａ，３２ｂが、基材３１の幅方向（副走査方
向）に関して互いに反対側に偏った位置に形成される。そして、上面視において、上面と
下面に形成される接着剤層３２ａ，３２ｂとは重畳していない。このため、基材３１には
、幅方向（副走査方向）の中心部において、上面と下面のいずれにも接着剤層３２ａ，３
２ｂが形成されない部分が形成される。この部分を非接着部３４と称する。非接着部３４
は、長手方向（主走査方向）に延伸する。
【００３１】
　そして、下面の接着剤層３２ｂがフレーム１０の接合面１０１に接着される。下面の接
着剤層３２ｂの幅はフレーム１０の接合面１０１の幅と同じであるため、フレーム１０の
接合面１０１の全体に接着剤層３２ｂが接着する。また、上面の接着剤層３２ａは、カバ
ー部材１１の下面であって、上面視においてフレーム１０の接合面１０１よりも内側の領
域（上面視において接合面１０１に重畳しない領域）に接着する。
　このため、両面テープ３の非接着部３４は、他の部材から干渉を受けることなく変形で
きる。このような構成であると、フレーム１０とカバー部材１１とが温度上昇によって膨
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張した場合、フレーム１０とカバー部材１１のずれは、非接着部３４の変形によって吸収
される。したがって、接着剤層３２ａ，３２ｂがフレーム１０やカバー部材１１から剥離
し難くできる。また、非接着部３４の変形によって、フレーム１０とカバー部材１１の熱
膨張率の相違に起因する変形を低減できる。
　そして、上面および下面の接着剤層３２ａ，３２ｂは、フレーム１０およびカバー部材
１１の外周の全体にわたって途切れることなく形成される。このため、防塵性が低下する
ことがない。
【００３２】
　ここで、第２の実施形態の他の例について説明する。図８は、第２の形態の両面テープ
３を用いたフレーム１０とカバー部材１１の接合構造を模式的に示す断面図である。
　図８に示す例においては、カバー部材１１の外周縁は、下側に向かって突出している。
この部分をカバー側凸部１１２と称する。カバー側凸部１１２の高さ（厚さ）は、たとえ
ば上面の接着剤層３２ａの厚さと同じに設定される。また、カバー側凸部１１２の幅は、
たとえばフレーム１０の接合面１０１の幅と同じに設定される。このため、フレーム１０
にカバー部材１１が取り付けられると、フレーム１０の接合面１０１とカバー側凸部１１
２の下面とが、両面テープ３を挟んで対向する。
　そして、下面の接着剤層３２ｂがフレーム１０の接合面１０１に接着される。下面の接
着剤層３２ｂの幅はフレーム１０の接合面１０１の幅と同じであるため、フレーム１０の
接合面１０１の全体に接着剤層３２ｂが接着する。また、上面の接着剤層３２ａは、カバ
ー側凸部１１２よりも内側においてカバー部材１１の下面に接着する。そして、カバー側
凸部１１２は、基材３１の上面の接着剤層３２ａが形成されない部分に接触する。
　両面テープ３に非接着部３４が形成されるため、上面の接着剤層３２ａとカバー側凸部
１１２とは接触しない。このため、両面テープ３の非接着部３４は、他の部材に接触しな
い状態となり、他の部材から干渉を受けることなく変形できる。したがって、前述と同様
の効果を奏することができる。
　さらに、カバー側凸部１１２は、両面テープ３の基材３１の上面の接着剤層３２ａが形
成されない部分に接触する。このような構成であれば、カバー部材１１が宙に浮いた状態
にはならないから、カバー部材１１の上下方向位置の精度が低下することがない。
【００３３】
　なお、本実施形態では、両面テープ３の幅がフレーム１０の接合面１０１の幅よりも大
きい構成を示したが、フレーム１０の接合面１０１の幅と同じであってもよい。ここで、
両面テープ３の幅とフレーム１０の接合面１０１の幅とが同じである構成について説明す
る。図９は、両面テープ３の幅とフレーム１０の接合面１０１の幅とが同じである構成を
示す断面模式図である。
【００３４】
　図９に示すように、フレーム１０の接合面１０１の幅方向の一側には、上側（カバー部
材１１の側）に向かって突出する部分（以下、フレーム側凸部１０２と称する）が、長手
方向の全長にわたって途切れることなく帯状に形成される。図９においては、フレーム側
凸部１０２が接合面１０１の内周側に沿って形成される構成を示す。一方、カバー部材１
１には、本実施形態と同様に、下側（フレーム１０の側）に向かって突出するカバー側凸
部１１２が形成される。フレーム側凸部１０２とカバー側凸部１１２とは、幅方向に互い
にずれた位置に形成される。また、フレーム１０にカバー部材１１が取り付けられた状態
では、上面視において、フレーム側凸部１０２とカバー側凸部１１２とは重畳しておらず
、これらの間には隙間が形成される。この隙間は、長手方向の全長にわたって帯状に形成
される。そして、カバー側凸部１１２は、フレーム１０の接合面１０１のフレーム側凸部
１０２以外の部分に対向する。
【００３５】
　両面テープ３の幅は、フレーム１０のフレーム側凸部１０２を含む接合面１０１の全体
の幅と同じに設定される。下面の接着剤層３２ｂの幅は、カバー側凸部１１２と同じ幅に
設定される。同様に、上面の接着剤層３２ａの幅は、フレーム側凸部１０２と同じ幅に設
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定される。
　そして、下面の接着剤層３２ｂが、フレーム１０の接合面１０１のフレーム側凸部１０
２以外の部分に接着する。また、上側の接着剤層３２ａが、カバー部材１１の下面のカバ
ー側凸部１１２以外の部分に接着する。これにより、フレーム１０にカバー部材１１が接
合される。
【００３６】
　フレーム１０にカバー部材１１が接合された状態で、下面の接着剤層３２ｂとフレーム
側凸部１０２とは、両面テープ３の幅方向に関して互いに反対側に位置する。そして、下
面の接着剤層３２ｂとフレーム側凸部１０２とは接触しておらず、これらの間には隙間が
形成される。同様に、上面の接着剤層３２ａとカバー側凸部１１２とは、両面テープ３の
幅方向に関して互いに反対側に位置する。そして、上面の接着剤層３２ａとカバー側凸部
１１２とは接触しておらず、これらの間には隙間が形成される。
【００３７】
　両面テープ３の上面に形成される隙間と下面に形成される隙間とは、上面視において重
畳している。このため、両面テープ３の非接着部３４はいずれの部材にも接触していない
状態となり、他の部材から干渉を受けることなく変形できる。このような構成によれば、
前述する両面テープ３の幅がフレーム１０の接合面１０１の幅よりも大きい構成と同様の
効果を奏する。
　このように、両面テープ３の幅は、フレーム１０の接合面１０１と同じであってもよく
、接合面１０１より大きくてもよい。
【００３８】
　なお、短辺方向の熱変形量は長辺方向に比較して小さいため、熱膨張率の相違の影響は
小さい。このため、フレーム１０とカバー部材１１の短辺の接合構造については、特に限
定されない。たとえば、前述するいずれかと同様の構成であってもよく、両面テープ３に
切込み３３または非接着部３４が形成されない構成であってもよい。
【００３９】
　なお、本実施形態においては、両面テープ３が接合面１０１と同じ長方形の環状に形成
される構成を示したが、この構成に限定されない。たとえば、両面テープ３が単純な帯状
に形成される構成であってもよい。この場合には、帯状の両面テープ３が、接合面１０１
およびカバー部材１１の各辺に貼り付けられることになる。そしてこの場合には、各辺に
貼り付けられる夫々の両面テープ３の繋ぎ目に隙間が生じないようにする。
　また、イメージセンサユニット１のうち、図示および説明を省略した部分については、
従来公知のイメージセンサユニット１と同じ構成が適用できる。
【００４０】
　なお、前述の各実施形態において、両面テープ３の切込み３３が開いた状態（隙間が形
成された状態）で、フレーム１０とカバー部材１１が接合される構成であってもよい。す
なわち、両面テープ３が、あらかじめ図１（ｃ）に示す状態になっていてもよい。このよ
うな構成であれば、フレーム１０やカバー部材１１が温度低下などによって収縮した場合
に、両面テープが収縮に追従して変形することができる。このため、フレーム１０やカバ
ー部材１１が収縮した場合であっても、両面テープ３の剥離を防止または抑制できる。し
たがって、このような構成によれば、フレーム１０やカバー部材１１の膨張した場合と収
縮した場合の両方の場合において、両面テープ３の剥離を防止または抑制できる。
【００４１】
（紙葉類識別装置）
　イメージセンサユニット１が適用される紙葉類識別装置５について、図１０を参照して
説明する。図１０は、紙葉類識別装置５の構成を模式的に示す断面図であり、主走査方向
に直角な面での断面を示す図である。紙葉類識別装置５は、被照明体Ｐである紙幣などに
光を照射すると共に、紙幣からの光を読み取り、読み取った光を用いて紙幣の種類や真贋
の識別を行う。
【００４２】
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　図１０に示すように、紙葉類識別装置５は、イメージセンサユニット１と、コネクタ１
７に配線接続された識別手段としての画像識別部５３と、紙幣を搬送する搬送ローラー５
１とを備える。そして、紙葉類識別装置５には、搬送ローラー５１によって紙幣を挟んで
カバー部材１１を介してイメージセンサユニット１上を読取方向（副走査方向）に搬送す
るための搬送経路Ａが設定される。なお、集光体１４の紙幣側の焦点は、搬送経路Ａの中
央に設定される。
　このような構成の紙葉類識別装置５の動作は、次のとおりである。紙葉類識別装置５に
適用されるイメージセンサユニット１が、前述した動作によって、紙幣に設けられる所定
のパターンを可視光画像として読み取るとともに、紙幣を赤外画像として読み取る。その
後、画像識別部５３は、予め用意された真券である紙幣に可視光線および赤外線を照射す
ることで得られた真券紙幣画像と、真贋判定時に判定対象となる紙幣の可視光画像と赤外
画像とを比較することで、紙幣の真贋判定を行う。これは、真券である紙幣には、可視光
下と、赤外光下とから得られる画像がそれぞれ異なるような領域が設けられているためで
ある。
　なお、説明および図示を省略した部分については、従来の紙葉類識別装置５と同じ構成
が適用できる。また、画像識別部５３は回路基板１５上に設けられる構成であっても構わ
ない。
【００４３】
　図１１は、紙葉類識別装置５が、透過照明装置５２をさらに有する紙葉類識別装置５の
構成を模式的に示す断面図である。
　透過照明装置５２は、光源５２１と、導光体５２２とを有する。透過照明装置５２の光
源５２１および導光体５２２には、前述の光源１２および導光体１３と同じ構成が適用さ
れる。そして、透過照明装置５２は、イメージセンサユニット１に対向する位置に、紙幣
に向けて光を照射できるように設けられる。特に、透過照明装置５２は、その導光体５２
２の出射面から照射される光の光軸と、イメージセンサユニット１の集光体１４の光軸と
が一致するように配設される。
　このような構成の紙葉類識別装置５の動作は、次のとおりである。イメージセンサユニ
ット１に組み込まれる光源１２および透過照明装置５２の光源５２１は、各色の可視光線
および赤外線の発光素子を順次点灯する。
　イメージセンサユニット１の導光体１３から紙幣に照射された光は、紙幣の表面で反射
して集光体１４に入射し、イメージセンサ１６の表面に結像する。イメージセンサ１６は
、結像した光学像を電気信号に変換することによって、紙幣からの反射光による可視光画
像および赤外画像を取得する。一方、透過照明装置５２から紙幣に照射された光は、紙幣
を透過してイメージセンサユニット１の集光体１４に入射し、イメージセンサ１６の表面
に結像する。イメージセンサ１６は、結像した光学像を電気信号に変換することによって
、紙幣からの透過光による可視光画像および赤外画像を取得する。
　そして、イメージセンサユニット１および透過照明装置５２は、紙幣に光を照射して反
射光と透過光を検出する動作を、短時間で交互に繰り返す。イメージセンサユニット１は
、このような動作によって、紙幣に設けられる所定のパターン（たとえば、ホログラム）
を可視光画像として読み取るとともに、紙幣を赤外画像として読み取る。
　このような構成によれば、紙葉類識別装置５は、紙幣の反射光および透過光による可視
光画像および赤外画像を読み取ることができる。
【００４４】
　さらに、紙葉類識別装置５が、２組のイメージセンサユニット１を有する構成であって
もよい。図１２は、２組のイメージセンサユニット１を有する紙葉類識別装置５の構成を
模式的に示す断面図である。
　図１２に示すように、２組のイメージセンサユニット１は、紙幣の搬送経路Ａを挟んで
対向するように配設される。そして、２組のイメージセンサユニット１は、一方のイメー
ジセンサユニット１の導光体１３から照射されて紙幣を透過した光が、他方のイメージセ
ンサユニット１の集光体１４に入射するように配設される。
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　このような構成の紙葉類識別装置５の動作は、次のとおりである。すなわち、２組のイ
メージセンサユニット１に組み込まれる光源１２は、各色の可視光線および赤外線の発光
素子を順次点灯する。一方のイメージセンサユニット１の照明装置から紙幣に照射された
光は、紙幣の表面で反射して一方のイメージセンサユニット１の集光体１４に入射し、一
方のイメージセンサユニット１のイメージセンサ１６の表面に結像する。一方のイメージ
センサユニット１のイメージセンサ１６は、結像した光学像を電気信号に変換することに
よって、紙幣からの反射光による可視光画像および赤外画像を取得する。また、一方のイ
メージセンサユニット１の照明装置から紙幣に照射された光は、紙幣を透過して他方のイ
メージセンサユニット１の集光体１４に入射し、他方のイメージセンサユニット１のイメ
ージセンサ１６の表面に結像する。他方のイメージセンサユニット１のイメージセンサ１
６は、結像した光学像を電気信号に変換することによって、紙幣からの透過光による可視
光画像および赤外画像を取得する。
　このような構成によれば、紙葉類識別装置５は、紙幣の両面の反射画像を読み取ること
ができるとともに、透過画像を読み取ることができる。
　なお、本実施形態においては、可視光線および赤外線を照射することで紙幣を可視光画
像および赤外画像として読み取る構成を示したが、この構成に限定されない。たとえば、
紫外線を照射する構成であっても構わない。
　また、被照明体Ｐとして紙幣が適用される構成を示したが、紙葉類の種類は限定される
ものではない。たとえば、各種有価証券やＩＤカードなどが適用できる。
【００４５】
（画像読取装置（その１））
　図１３は、本発明の実施形態であるイメージセンサユニット１を適用できる画像読取装
置としてのフラットベッド方式のスキャナー７ａの構成を示す斜視図である。
　スキャナー７ａは、筺体７１ａと、被照明体載置部としてのプラテンガラス７２と、イ
メージセンサユニット１と、イメージセンサユニット１を駆動する駆動機構と、回路基板
７３ａと、プラテンカバー７４とを有する。
　被照明体載置部としてのプラテンガラス７２は、ガラスなどの透明板からなり、筺体７
１ａの上面に取り付けられる。
　プラテンカバー７４は、プラテンガラス７２に載置された被照明体Ｐを覆うように、筺
体７１ａに対してヒンジ機構などを介して開閉可能に取付けられる。
　イメージセンサユニット１と、このイメージセンサユニット１を駆動するための駆動機
構と、回路基板７３ａとは、筺体７１ａの内部に収容される。
　駆動機構は、保持部材７５０と、ガイドシャフト７５１と、駆動モーター７５２と、ワ
イヤー７５４とを含む。保持部材７５０は、イメージセンサユニット１を囲むように保持
する。ガイドシャフト７５１は、保持部材７５０をプラテンガラス７２に沿って読取方向
（副走査方向）に移動可能にガイドする。駆動モーター７５２と保持部材７５０とはワイ
ヤー７５４を介して連結されており、駆動モーター７５２の駆動力によってイメージセン
サユニット１を保持する保持部材７５０を副走査方向に移動させる。そして、イメージセ
ンサユニット１は、駆動モーター７５２の駆動力によって副走査方向に移動しながら、プ
ラテンガラス７２に載置された被照明体Ｐを読み取る。このように、イメージセンサユニ
ット１と被照明体Ｐとを相対的に移動させながら、被照明体Ｐを読み取る。
　回路基板７３ａには、イメージセンサユニット１が読み取った画像に所定の画像処理を
施す画像処理回路や、イメージセンサユニット１を含むスキャナー７ａの各部を制御する
制御回路や、スキャナー７ａの各部に電力を供給する電源回路などが構築される。
【００４６】
（画像読取装置（その２））
　図１４は、本発明の実施形態であるイメージセンサユニット１を適用できる画像読取装
置としてのシートフィード方式のスキャナー７ｂの構成を示す断面模式図である。
　図１４に示すように、スキャナー７ｂは、筺体７１ｂと、イメージセンサユニット１と
、搬送ローラー７６と、回路基板７３ｂと、カバーガラス７７とを有する。
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　搬送ローラー７６は、図示を省略した駆動機構によって回転し、被照明体Ｐを挟んで搬
送する。カバーガラス７７は、イメージセンサユニット１の上側を覆うように設けられる
。回路基板７３ｂには、イメージセンサユニット１を含むスキャナー７ｂの各部を制御す
る制御回路や、スキャナー７ｂの各部に電力を供給する電源回路などが構築される。
　そして、スキャナー７ｂは、搬送ローラー７６によって被照明体Ｐを読み取り方向（副
走査方向）に搬送しつつ、イメージセンサユニット１により被照明体Ｐを読み取る。すな
わち、イメージセンサユニット１と被照明体Ｐとを相対的に移動させながら、被照明体Ｐ
を読み取る。なお、図においては、被照明体Ｐの片面を読み取るスキャナー７ｂの例を示
すが、２つのイメージセンサユニット１が被照明体の搬送経路Ａを挟んで対向するように
設けられ、被照明体Ｐの両面を読み取る構成であってもよい。
【００４７】
　以上、図１３と図１４を参照して、本発明を適用できるイメージセンサユニット１を用
いた画像読取装置の例としてスキャナー７ａ，７ｂを説明したが、イメージセンサユニッ
ト１を用いた画像読取装置の構成や種類は、これらに限定されるものではない。
【００４８】
（画像形成装置）
　次に、本発明の実施形態である画像形成装置９について、図１５と図１６を参照して説
明する。本発明の実施形態である画像形成装置９には、本発明の実施形態であるイメージ
センサユニット１が適用される。図１５は、本発明の実施形態である画像形成装置９の外
観斜視図である。図１６は、本発明の実施形態である画像形成装置９の筺体９１の内部に
設けられる画像形成部９２を抜き出して示した斜視図である。図１５と図１６に示すよう
に、画像形成装置９は、フラットベッド方式のスキャナーとインクジェット方式のプリン
タとの複合機（ＭＦＰ；Ｍｕｌｔｉｆｕｎｃｔｉｏｎ Ｐｒｉｎｔｅｒ）である。画像形
成装置９は、画像を読取る画像読取手段としての画像読取部９３と、画像を形成する画像
形成手段としての画像形成部９２とを有する。そして、画像形成装置９の画像読取部９３
には、イメージセンサユニット１が組み込まれる。なお、画像形成装置９の画像読取部９
３は、前述の画像読取装置と共通の構成が適用できる。したがって、画像読取装置と共通
の構成については説明を省略する。
【００４９】
　図１５に示すように、画像形成装置９には、操作部９４が設けられる。操作部９４には
、操作メニューや各種メッセージなどを表示する表示部９４１と、画像形成装置９を操作
するための各種操作ボタン９４２が設けられる。
　また、図１６に示すように、画像形成装置９の筺体９１の内部には、画像形成部９２が
設けられる。画像形成部９２は、搬送ローラー９２１と、ガイドシャフト９２２と、イン
クジェットカートリッジ９２３と、モーター９２６と、一対のタイミングプーリー９２７
とを有する。搬送ローラー９２１は、駆動源の駆動力によって回転し、記録媒体としての
印刷用紙Ｒを副走査方向に搬送する。ガイドシャフト９２２は棒状の部材であり、その軸
線が印刷用紙Ｒの主走査方向に平行となるように画像形成装置９の筺体９１に固定される
。インクジェットカートリッジ９２３は、ガイドシャフト９２２上をスライドすることに
よって、印刷用紙Ｒの主走査方向に往復動できる。インクジェットカートリッジ９２３は
、たとえば、シアンＣ、マゼンタＭ、イエローＹ、黒Ｋのインクを備えたインクタンク９
２４（９２４Ｃ，９２４Ｍ，９２４Ｙ，９２４Ｋ）と、これらのインクタンク９２４にそ
れぞれ設けられた吐出ヘッド９２５（９２５Ｃ，９２５Ｍ，９２５Ｙ，９２５Ｋ）から構
成される。一対のタイミングプーリー９２７の一方は、モーター９２６の回転軸に取り付
けられる。そして、一対のタイミングプーリー９２７は、印刷用紙Ｒの主走査方向に互い
に離れた位置に設けられる。タイミングベルト９２８は、一対のタイミングプーリー９２
７に平行掛けに巻き掛けられ、所定の箇所がインクジェットカートリッジ９２３に連結さ
れる。
【００５０】
　画像形成装置９の画像読取部９３は、イメージセンサユニット１が読み取った画像を、
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印刷に適した形式の電気信号に変換する。そして、画像形成装置９の画像形成部９２は、
画像読取部９３のイメージセンサユニット１が変換した電気信号に基づいて、搬送ローラ
ー９２１、モーター９２６、インクジェットカートリッジ９２３を駆動し、印刷用紙Ｒに
画像を形成する。このほか、画像形成装置９の画像形成部９２は、外部から入力された電
気信号に基づいて画像を形成することができる。なお、画像形成装置９のうち、画像形成
部９２の構成および動作は、従来公知の各種プリンタと同じ構成が適用できる。したがっ
て、詳細な説明は省略する。なお、画像形成部９２としてインクジェット方式による画像
形成装置を説明したが、電子写真方式、熱転写方式、ドットインパクト方式などどのよう
な方式であっても構わない。
【００５１】
　以上、本発明の実施形態について図面を参照して説明したが、本発明はこれらの実施形
態に何ら限定されるものではない。本発明は、発明の趣旨を逸脱しない範囲において種々
の改変が可能である。
【符号の説明】
【００５２】
１：イメージセンサユニット、１０：フレーム、１０１：接合面、１０２：フレーム側凸
部、１０３：係止部、１０５：導光体収容室、１０６：集光体収容室、１０７：回路基板
収容室、１０８：光源収容室、１１：カバー部材、１１２：カバー側凸部、１１３：係止
部、１２：光源、１３：導光体、１４：集光体、１５：回路基板、１６：イメージセンサ
、１７：コネクタ、３：両面テープ、３１：基材、３２：接着剤層、３３：切込み、３４
：非接着部、３５：挿通孔、５：紙葉類識別装置、５１：搬送ローラー、５２：透過照明
装置、５３：画像識別部、５２１：光源、５２２：導光体、７ａ，７ｂ：スキャナー、７
１ａ，７１ｂ：筺体、７２：プラテンガラス、７３ａ，７３ｂ：回路基板、７４：プラテ
ンカバー、７５０：保持部材、７５１：ガイドシャフト、７５２：駆動モーター、７５４
：ワイヤー、７６：搬送ローラー、７７：カバーガラス、９：画像形成装置、９１：筺体
、９２：画像形成部、９２１：搬送ローラー、９２２：ガイドシャフト、９２３：インク
ジェットカートリッジ、９２４：インクタンク、９２５：吐出ヘッド、９２６：モーター
、９２７：タイミングプーリー、９３：画像読取部、９４：操作部、９４１：表示部、９
４２：操作ボタン
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